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浜田川河口に於る壷素量の潮汐による変化について

　　　　　　　　　井戸垣正俊⑧新田　充1）

　島根果の小河川である浜田川の河口に於る塩素量の時間的変化を釦るために，24時間連続

30分間毎に参季及び夏季の二回採取竜る試料について調査した、

　その結果・夏季と参季との差ε潮汐による影響に対する時間的づれ，叉短周期の振動的愛

化のあることを釦つた。

　A。圏　　的

　島根果の陸水の地球fヒ学的研究の第一段として，果内の陸水の塩素量の時間的，平面的分

布を求める炬当つて，河口に於る海水の影響の強さが距離的に，どの程度であるかを釦るた

めに一地点に於る潮汐影響の時間的変化を調べた。

　且浜国川の概要

　長さは約20km，上流はゆるやかな盆地内の小川に始り，中流約14k狐は漢谷の急流とな

り浜田市恒入り約5k皿で海中に注ぐ河川である。流域は人口少く下流に於て國立病院，市

外地の排水が注入されている。その塩素量は第1表の如くである。
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　河口都に於る測定地点を決定する

ために，第一図の如く潮汐の影響が

強いと考えられる地点五，β，cの

三地点を求めて、その位置の干満，

満潮時の水面下30c岨　の試料につ

いて測定した緒果は第二表の如くな

つた。

（第二表）三地点に於る塩素量
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採水は水面下30c蛆，川の中央で行つだ。その結果より（週）を試料採取の地点としだ。

嘗口ち此の地点が三点の内では干潮時に受げる海水の影響に比して潮の満ちるに従つて強くそ

の影響を受げる地点と考えられだからである。

　1月と5月との測定憤に養のあるのは此の期間に（β）地点以下の場所で河底のしゆんせつ

が行われたためであろう。叉此の緒果より潮汐の影響が相当強く河日より3虹血痘くの上流

まであることを知つた。2）叉此の地点に於て河底が急に深さを塘しているζとも原因の一つ

として考えられる。

　なを河川の塩素量は流量，流連等にも叉上流よりの季節的影響等3）にも左右されると考

えるので潮汐の一地点に於る塩素量の影響を見るに蓮続試料の採取を参季（12月4目），夏季

（7月1日）の2回共に大潮の目を選んで行つた。

　その緒果は（第二図）（第三図）に示す。　いづれもさきに決定した（β）地点に於る測定

値である。なほ夏季の都（第三図）に於ては14h　　16hの間に雨量25軸蛆を示した。

　　（第一図）　塩素量の日変化　　参季の部　　　　　　　　　　　　　　、
　　　1949，12，4，一5，一に於る渕定
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（第ご図）　塩素量の日愛化　　夏季の部
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　且）・考　　察

　全体的に見て夏季の塩素量が大となつている。叉潮汐の影響による塩素量の時間的愛化が

いづれもはつきりと示されている。此の図より読みとれるものとして，その時間的変化に二

つの波が現れていることである。

　その一つは：r傾向Jなる曲線を以て示したものに平行的な変化でそれは1潮あ弔瀦牝依り直

接生じるもので，此の曲線の最大，最小の時間は湾口に於る干満潮時より多少のおくれを示

し・2）浜岡川のβ点r於は1時聞牛前后となつていることを示すg

　第二の波としては・篤一の長週期の波に重つて短週期の変化の存在である。此の第二の変

化波は試料の採取時聞のとり方によつて異つてくると思われる。試みに此の図表を1時聞毎

の測定をひろつて見ると短週期の波は漕えてしまう。依つて正確にその愛化を釦るにはもつ

とせまい時間聞隔で行う必要があると考えるがとにかく，1時間以内の短遁期性の愛化が存

在することが認められた。此わ原因等の考察については興味有る所であるが目的外であり実

験方法，渕定値等不充分であるから後の附記としてのべる。

　最眉に，夏季の測定に於てその後牛に見られる現象は，その塩素量，PH等の関係よりみ

て雨による流速，流量の増加に依つて，塩素量大なる水魂（海水に起因すると考えられる）

を押え叉は稀釈作用，3）による緒果と考えられる。叉此の結果より見て降水の此の河川に対

する下流えの影響は約5～6時間后に現はれることを示している。

　最后に此の渕定は，昭和23，4，5年度文部省科学研究によるものの1部であることを附記

すると共に，常に採水その他に協力された方々に対し，叉色序と助言を戴いた東工大，岩崎

教授に謝意を表して此の報皆を了る。
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　　　　　　　附　　　記

　短週期の波の原因に対する私見，

　此の間題は軽々しく論することは僅かの観測事実を基とLて行ふことでないかも釦れない

が・その河口に生活して水の動きを眺めていたものとして（1年以上）私見をのべたい。

　その原因として考えられることは（第四図）に示す如き1つの断面を考えると，流水（比較

的塩素量の小さい水魂）の下にもぐりこんでいると考えられる海水（比較的塩素の大なる水’

魂一比重大）部の移動に依ると考えられる河の水宙の上下（水深の変化），及び流遼う流方

向の変化（逆流を認む）・等が超る。　実際に椙当の短週期（5～20分）で比の様な変化が水

面で認められる。その結果，（第四図）の如く班点に於て塩素濃度の変化が生する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此の様な海水（叉は塩素濃
　　　　　　　　　　　（第四図）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度大なる底水）の移動の原因

　　　　　　　　　　　　　　　　剰納　　　　とし弐の事が考えられる・即

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氷強　　　　　ち，「定らひJ「ぼんJ等に水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を入れて一度此れをゆす莫る

・・〃／／1一ぺ〆・一様1現象が河鵜が

　　　　　甑．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る潮汐作用が水を一方に引、く．
　　　　　　　〉海水拡散塩素量減少方向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごとにより丁度「庭らひJ
　　l　〉　1　）海水移動に伴ふ変化関廉
　　b＞c　M点炬て測定される濃度関係　　　　　　　　「ぼんJが・かたむいた時と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じ作甫を為すとも考えられ

る。此の残振動が短週期変化の原因と一つになり得る。

浜田川に於ては河口の開口帯が松騨と云つている三帯砂浜・でかこまれ牟「タラ
ヒJ杉の袋をもつている。

此g考え方については塩素量の深さと時間との関係を始めまだ多くの測定障を求めなげれ

ばな榊が前記実験実施後浜田を離れた為に実験値を得て緒論を蝋到ら師りた雫を

附記して此の私見を了る。
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